
工期厳守・高品質に現地貢献も

　東　急　建　設　
日
本
式
技
術
や
知
見
を
積
極
導
入

◆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア ジャカルタ都市高速鉄道建設事業

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　４月７日　（水曜日）１ヵ月　，円（税別）
６ヵ月，円（税別）新聞定価

高
速
道
路
・
国
道
直
上
で
施
工
中
の
急
曲
線

長
大
橋

管
理
棟
や
車
両
検
査
場
・
工
場
な
ど

が
集
積
す
る
車
両
基
地

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
は
約
２
億

６
７
０
０
万
人
に
達
す
る

人
口
が

集
中
す
る
ジ

カ
ル
タ
首
都
圏
は
急

速
な
経
済
発
展
に
伴
い
交
通
量
が
増

え
続
け

深
刻
な
交
通
渋
滞
と
大
気

汚
染
が
社
会
問
題
に
な

て
い
た


交
通
渋
滞
の
解
消
や
環
境
改
善
の
切

り
札
と
し
て

ジ

カ
ル
タ
の
中
心

部
と
南
部
を
結
ぶ
延
長

・
７

の

﹁
ジ

カ
ル
タ
都
市
高
速
鉄
道
︵
Ｊ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
︶
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
が
国
際

協
力
機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
の
資
金
援

助
で
計
画
さ
れ
た


　
鉄
道
会
社
系
の
建
設
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た
歴
史
を
持
つ
当
社
は


国
内
外
で
鉄
道
工
事
を
は
じ
め
と
す

る
交
通
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
豊
富
な
実

績
が
多
数
あ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

は
１
９
９
２
年
に
進
出
し

ジ

ワ

北
線
改
修
工
事

北
ジ

ワ
幹
線
高

架
橋
工
事
な
ど
の
政
府
開
発
援
助

︵
Ｏ
Ｄ
Ａ
︶
案
件
を
手
掛
け

同
国

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た


　
Ｊ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
当
社

は

地
元
企
業
の
Ｐ
Ｔ
　
Ｗ
Ｉ
Ｊ
Ａ

Ｙ
Ａ
　
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｙ
Ａ︵
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ

ｒ
ｏ
︶Ｔ
ｂ
ｋ︵
Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ａ
︶と
共
同

企
業
体︵
Ｊ
Ｏ
︶を
結
成
土
木
工
事

で
あ
る
最
南
端
の
車
両
基
地︵
約
８
・

３

︶と
高
架
部
の
ル
バ

ク
ブ
ル

ス
駅

チ
プ
テ
ラ
ヤ
駅
間︵
約
５
・
９



︶を
設
計
施
工
で
担
当
し
た


　
車
両
基
地
は
盛
り
土
に
よ

て
ヤ


ド
が
建
設
さ
れ

鉄
道
オ
ペ
レ


シ

ン
を
担
う
管
理
棟

車
両
を
整

備
す
る
検
査
棟
や
工
場
棟


編
成

用
の
留
置
線
な
ど
で
構
成
す
る

高

架
橋
標
準
部
は
箱
桁
架
設

ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
方
式
を
採
用

品
質
確

保
の
た
め
箱
桁
は
工
場
製
作
と
し

た


　
鉄
道
線
形
は
急
曲
線
︵
Ｒ
１
８
２


︶
で

極
め
て
難
易
度
が
高
い
高

速
道
路
上
の
長
大
橋
に
は
バ
ラ
ン
ス

ド
カ
ン
チ
レ
バ

架
設
工
法
を
導
入

し
た

駅
部
は
ラ

メ
ン
構
造
を
採

用

道
路
交
通
を
阻
害
し
な
い
た
め

州
道
の
直
上
で
駅
を
構
築
す
る
施
工

方
法
と
し
た


　
自
然
災
害
や
リ
ス
ク
に
対
す
る
配

慮
と
し
て

土
木
構
造
物
に
は
日
本

の
耐
震
設
計
標
準
が
使
用
さ
れ
た


イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
域
性
に
適
合

し

レ
ベ
ル
１
︵
数
十
年

百
数
十

年
に
１
回
程
度
︶

同
２
︵
数
百
年


千
年
に
１
回
程
度
︶
と
い
う
発
生

確
率
の
違
い
を
考
慮
し
た
地
震
波
を

使
用
し

構
造
物
を
設
計

環
境
配

慮
設
計
で
は
高
架
橋
周
辺
の
病
院
や

モ
ス
ク
付
近
の
高
欄
壁
に
防
音
パ
ネ

ル
を
設
置
し

騒
音
低
減
対
策
を
行


て
い
る


　
社
会
的
配
慮
の
取
り
組
み
で
は


同
国
内
の
リ
ソ

ス
を
最
大
限
に
活

用
し
た

ほ
と
ん
ど
の
工
種
で
現
地

企
業
が
協
力
会
社
や
資
機
材
納
入
業

者
と
な

た

特
に
高
架
橋
上
部
工

で
使
用
し
た
箱
桁
は
現
地
の
製
作
工

場
で
日
本
の
技
術
指
導
者
の
下
で
品

質
確
保
に
努
め
た


　
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
も
多
く

の
現
地
ス
タ

フ
を
雇
用
し

協
力

会
社
も
含
め
日
本
の
技
術
伝
承
や
安

全
教
育
に
力
を
注
い
だ

こ
の
ほ
か

Ｊ
Ｏ
パ

ト
ナ

を
通
し
て
現
地
大

学
生
の
イ
ン
タ

ン
シ

プ
︵
就
業

体
験
︶
な
ど
も
受
け
入
れ

幅
広
い

分
野
で
人
材
育
成
に
貢
献
し
た


　
Ｊ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
国
家

最
重
要
案
件
に
位
置
付
け
ら
れ

大

統
領
選
に
向
け
た
工
期
厳
守
︵
大
統

領
選
前
の
開
業
︶
と
高
品
質
の
施
工

が

ジ

パ
ン
ク
オ
リ
テ


と
し

て
課
せ
ら
れ
た

計
画
立
案
か
ら
設

計

建
設

運
営
・
維
持
管
理
支
援

ま
で
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
実
施

さ
れ

官
民
を
挙
げ
た
オ

ル
ジ


パ
ン
の
取
り
組
み
で
開
業
し
た
初
の

事
例
に
な

た

日
本
の
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
輸
出
を
具
体
化
し
た
第
１

号
案
件
と
さ
れ
て
い
る


　
建
設
用
地
の
買
収
が
終
わ
ら
ぬ
中

で
着
工
す
る
な
ど

多
く
の
問
題
を

抱
え
な
が
ら
の
ス
タ

ト
だ

た
が

知
恵
を
絞
り

日
本
の
優
れ
た
技
術

や
安
全

品
質

工
程
な
ど
す
べ
て

の
管
理
手
法
を
取
り
入
れ
た
結
果


２
０
１
９
年
３
月
に
開
業
し
目
標
を

達
成
で
き
た

こ
の
成
果
は
用
地
取

得
が
困
難
な
ジ

カ
ル
タ
で

交
通

イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら
な
る
発
展
の
可
能

性
を
示
し
た
と
も
言
え
る


　
今
回
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
経
験
を

通
し
て

今
後
も
日
本
の
建
設
技
術

を
生
か
し
継
続
し
て
重
要
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
貢
献
し
て
い
き
た
い


　
︵
国
際
事
業
部
土
木
部
・
野
村
泰

由
︶


